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〒666-0017

「キセラ川西プラザ」オープン「キセラ川西プラザ」オープン
平成３０年９月に複合施設「キセラ川西プラザ」がオープンしました。1,000 人収容
可能な「キセラホール」のある文化棟と「こども・若者ステーション」、「川西公民館」、
「予防歯科センター」、「社会福祉協議会」などの福祉施設が入った福祉棟がある市内
最大の複合施設です。
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９
月
28
日
（
金
）
に
、
川
西
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
に
て
、
平
成
30
年
度

臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
会
員
総
数
1,229

名
の
う
ち
、
出
席
者
22
名
、
委
任
状
760
名
、
計

782
名
）
。

　

初
め
に
、
雪
岡
健
次
理
事
長
よ
り
、
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
、
理
事
長
を
退
任
す
る
旨
の
報

告
が
あ
り
、
今
回
の
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た

経
緯
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
に
矢
野
龍
雄
会
員
（
川
西

班
）
が
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
「
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
」
の

提
案
説
明
の
後
、
審
議
を
経
て
、
原
案
通
り
理

事
に
「
中
西
成
明
」
氏
が
承
認
さ
れ
、
臨
時
総

会
は
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
第
３
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

新
理
事
長
に
「
数
元　

雅
信
」
氏
、
常
務
理
事

に
「
中
西　

成
明
」
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
臨
時
総
会
を
開
催
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退
任
に
あ
た
り前理

事
長
　
雪
岡
　
健
次

　

９
月
28
日
の
臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
理
事

長
を
退
任
し
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
よ
り
７
年

半
の
間
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
等
を
賜
り
な

が
ら
、
無
事
に
大
役
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
大
変
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
当
初
は
、

日
本
経
済
社
会
の
変
化
に
よ
る
事
業
実
績
の
停

滞
か
ら
の
脱
却
や
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
な

ど
、
無
我
夢
中
で
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
鮮
明
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
日
本
経
済
復
調
の
兆
し
の
中
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
将
来
的
な
労
働
力
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
年
齢

者
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
活
躍
し
続
け
る

「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
年
齢
者
が

就
業
を
通
じ
て
、
社
会
参
加
し
、
自
ら
の
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
が
課
題
と
な
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
一
翼
を
担
う
こ
と
が
大
い
に
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
70
歳
以
降
で
も
、
意
欲
・

能
力
に
応
じ
て
就
業
で
き
ま
す
こ
と
か
ら
、
常

に
健
康
と
安
全
に
配
慮
し
、
元
気
と
や
る
気
を

も
っ
た
パ
ワ
ー
溢
れ
る
会
員
と
し
て
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
数
元
　
雅
信

　

こ
の
た
び
、
理
事
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
数
元
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
変
、
光
栄
に
思
い
ま
す
と
と
も
に
、
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
「
生
涯
現
役
社

会
」
を
め
ざ
し
、
一
億
総
活
躍
社
会
等
へ
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

川
西
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま

し
て
も
、
会
員
の
皆
様
の
蓄
積
さ
れ
た
知
識
や

経
験
、
技
能
を
活
用
し
て
、
健
康
で
生
涯
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
は
、
地
域
社
会
の
期

待
に
応
え
る
こ
と
に
な
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に

基
づ
き
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
会
員
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
、
当
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
発

展
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
役
員

理 

事 

長（
新
）　
数
元
　
雅
信

常
務
理
事（
新
）　
中
西
　
成
明

（
事
務
局
長
兼
務
）



当センターを代表して表彰される
道上さん（写真中央）

表彰者集合写真

　

10
月
31
日
（
水
）、
神
戸
市
内
の
松
方

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
理
念
を
、
広
く
県
民
に
浸

透
さ
せ
る
と
と
も
に
、
会
員
の
参
画
意

識
を
高
め
、
事
業
の
発
展
拡
充
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
兵
庫
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
セ
ン

タ
ー
事
業
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

役
員
や
会
員
等
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、役
員
１
名
、会
員

10
名
、職
員
２
名
の
計
13
名
が
、会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

ま
た
、
県
内
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
の「
安

全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
と
長
期
間
無
事

故
を
続
け
て
い
る
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

安
全
「
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の
表
彰
や
芦
屋

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
例
発

表
、
講
演
会「
高
齢
者
の
交
通
安
全
に
つ

い
て
」、『
安
全
宣
言
』
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

安
全
宣
言
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
役
員
８
年
表
彰
】

　

福
井　

綾
子　

理
事

【
会
員
15
年
表
彰
】

　

高
見　

輝
規　
（
明
峰
班
）

　

堀　
　

睦
子　
（
加
茂
西
班
）

　

宮
原　

好
歴　
（
多
田
班
）

　

糸
数　

敏
夫　
（
陽
明
班
）

　

道
上　

敏
照　
（
多
田
東
班
）

　

西
谷　

忠
男　
（
加
茂
班
）

　

乾　
　

要
人　
（
加
茂
西
班
）

　

平
岡　

恵
美
子（
久
代
班
）

　

酒
徳　

ひ
ろ
み（
牧
の
台
班
）

　

玉
田　

澄
夫　
（
加
茂
西
班
）

【
職
員
35
年
表
彰
】

　

原　
　

直

【
職
員
25
年
表
彰
】

　

福
井　

保
弘

（
敬
称
略
）

　

兵
庫
県
の
す
べ
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」と

い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
安
全
就
業
対
策
を

最
重
要
課
題
と
し
て
再
認
識
し
、
組
織
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
す
る
。

一 

会
員
自
ら
が
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め

　

に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
、
絶

　

え
ず
自
己
啓
発
を
行
え
る
環
境
を
整
備
す

　

る
。

二 

会
員
の
就
業
場
所
を
巡
回
し
、不
安
全
行

　

動
を
根
絶
す
る
。

三 

重
大
な
事
故
に
結
び
付
く
恐
れ
の
あ
る

　

作
業
は
、
セ
ン
タ
ー
の
責
任
に
お
い
て
受

　

注
し
な
い
。

安
全
宣
言

兵
庫
県
事
業
推
進
大
会
が
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
・
会
員
・
職
員
13
名
が
表
彰

兵
庫
県
事
業
推
進
大
会
が
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
・
会
員
・
職
員
13
名
が
表
彰
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10
月
は
全
国
的
に
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
と
定
め
ら
れ
、
各
地

で
普
及
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
10
月
19
日（
金
）10
時
か
ら
、
猪
名

川
河
川
敷
（
ド
ラ
ゴ
ン
ラ
ン
ド
周
辺
）
で
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
班
川
西
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
川
西
南

ブ
ロ
ッ
ク
の
協
力
を
得
て
、
16
名
の
会
員
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
緑
の
揃
い
の
法
被
を
着
て
、
ド
ラ

ゴ
ン
ラ
ン
ド
を
中
心
に
北
は
中
橋
付
近
、
南
は
、

下
加
茂
児
童
遊
園
付
近
ま
で
の
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
、丹
念
に
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
中
に
は
、「
楽
し
か
っ

た
！
」
と
の
声
も
あ
り
、
地
域
へ
の
貢
献
と
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
実
施
予
定
で
す
の
で
、
是
非
、
み
な

さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参加者集合写真

洋裁同好会の皆さんと理事長

清掃風景

がんばってます！！がんばってます！！ ・・・・・職場訪問・・・・・職場訪問

猪
名
川
河
川
敷
で
　
　

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
！

　
　
　

　　
　

猪
名
川
河
川
敷
で
　
　

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
！

　
　
　

　　
　

県
事
業
推
進
大
会
に

　
　
　
洋
裁
同
好
会
が
出
展

（特別編）（特別編）

　

10
月
31
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
事
業

推
進
大
会
に
洋
裁
同
好
会（
代
表
＝
池
松

洋
子
会
員
）
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。会
場

の
松
方
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、各
地

の
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
展
示
・
販
売
が
行

わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
の
洋
裁
同
好
会
も
、

会
員
手
作
り
の
手
提
げ
バ
ッ
ク
や
エ
プ

ロ
ン
、
そ
の
他
小
物
類
を
出
品
し
、
来
場

者
に
販
売
し
、喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
も
、丹
精
込
め
て
製

作
し
た
も
の
を
販
売
で
き
る
成
果
に
、ま

た
こ
の
様
な
機
会
が
あ
れ
ば
と
、感
想
を

述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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安
全
就
業

　

平
成
30
年
度
の
上
半
期（
４
月
〜
９

月
）の
事
故
発
生
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
「
事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
し
、ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
上
半
期
に
発
生
し
た

事
故
は
５
件
で
、傷
害
事
故
４
件（
就

業
中
３
件
、
就
業
途
上
１
件
）、
賠
償

事
故
１
件
で
し
た
。

　

昨
年
度
上
半
期
よ
り
１
件
減
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
上
半
期
に
事
故

が
集
中
す
る
傾
向
は
続
い
て
お
り
、

　

今
後
、
一
層
の
注
意
喚
起
が
必
要

平
成
30
年
度
上
半
期
の
状
況

で
、
昨
年
度
の
事
故
件
数
を
上
回
ら

な
い
よ
う
今
後
と
も
安
全
就
業
へ
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
昨
年
度
に
比
べ
傷
害
事

故
の
割
合
が
高
く
、
傷
害
事
故
の
４

件
は
、骨
折
３
件
、肉
離
れ
１
件
で
あ

り
、就
業
中
、就
業
途
上
に
関
わ
ら
ず
、

安
全
第
一
を
心
が
け
、急
が
ず
、あ
わ

て
ず
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
は
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
協
会
の
「
安
全
就
業
推
進

強
化
月
間
」で
あ
り
、当
セ
ン
タ
ー
も

そ
れ
に
合
わ
せ
、
７
月
３
日（
火
）に

安
全
委
員
に
よ
る
機
械
刈
除
草
作
業

現
場
な
ど
４
か
所
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
現
場
で
安
全
委
員
よ
り
安
全
に

対
す
る
確
認
事
項
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。

　

10
月
３
日（
水
）に
川
西
市
消
防
本

部
大
会
議
室
に
お
い
て
救
命
救
急
講

習
会
が
実
施
さ
れ
、
12
名
の
会
員
が

参
加
し
、熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

平成30年度 上半期
事故発生件数

傷害　４件

賠償　１件

合計　５件

これ位　それがそもそも　事故のもと　(平成30年度センター安全標語　優秀賞)

　

講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
消
防
本
部
救

急
救
命
士
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、い
ず
れ
も
、も
し
も
の

時
の
た
め
真
剣
な
眼
差
し
で
救
急
救

命
士
の
話
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

救
命
救
急
講
習
会

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

救
命
救
急
講
習
会

機械刈除草作業現場（日高町）を巡視する安全委員

心配蘇生法に取り組む会員

平成３０年１１月号（５）第１４４号



”

“

”

“
❺

生
き
活
き  

健 

幸

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、川
西
市
健
康
増
進
部
健
幸
政
策
課

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）と
の
連
携
記
事
で
す
。

平成３０年１１月号（6）第１４４号



◎　

セ
ン
タ
ー
事
務
局
と
会
員
間
と
の
密
接
な

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
概
ね
小
学
校
区
単
位
で
17

の「
地
域
班
」（
７
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
）を
設
置
し
、

17
人
の「
班
長
」の
も
と
、
各
班
ご
と
に
複
数
の

「
世
話
人
」を
配
置
し
な
が
ら
、
会
員
相
互
の
連

帯
意
識
の
高
揚
や
親
睦
、
地
域
づ
く
り
へ
の
貢

献
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎　

技
能
群
や
一
般
作
業
群
、
管
理
群
な
ど
、
仕

事
の
性
質
や
内
容
等
に
よ
り
班
を
編
成
し
た

中期計画
　チャレンジ
　　  ＆ トライ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、近
年
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
く

社
会
環
境
の
変
化
等
に
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、平
成
29
年
度
か

ら
33
年
度
の
５
年
間
の
事
業
展
開

の
指
針
と
な
る「
中
期
計
画
〜
生

き
活
き
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
〜
」を

策
定
し
て
い
ま
す
。同
計
画
に
は
、セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
の
６
項
目
の
達
成
す
べ
き
目
標
と
実
現
方

策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、シ
リ
ー
ズ
⑤
と
し
て
、「
組
織
体

制
の
活
性
化
と
強
化
」の
う
ち
、「
会
員
の
組
織

体
制
」を
掲
載
し
ま
す
。

■ 

現
状
と
課
題

■ 

具
体
的
な
取
り
組
み

●　

公
益
社
団
法
人
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
組
織
運
営
の
基
本
は
、「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
で
す
。今
後
と
も
こ
の
理
念
に

基
づ
き
、
会
員
の
自
主
性
、
自
立
性
を
最
大
限

に
尊
重
し
な
が
ら
、組
織
機
能
の
活
性
化
と
強

⑤ 

組
織
体
制
の
活
性
化
と
強
化

◆
会
員
の
組
織
体
制
◆

　
「
職
群
班
」を
設
置
し
、会
員
同
士
の
情
報
交
換
、

グ
ル
ー
プ
内
で
の
仕
事
の
配
分
調
整
、
安
全
で

能
率
的
な
作
業
の
実
施
、
適
正
就
業
の
徹
底
な

ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎　

会
員
の
知
識
や
技
能
の
向
上
を
目
的
に
、
ハ

ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
植
木
の
剪
定
、
毛
筆
筆

耕
、
育
児
支
援
、
認
知
症
な
ど
の「
講
習
会
」等

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◎　

近
年
、
地
域
役
員
等
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
地
域
班
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
組
織
体
制
の
再
構
築
と
機
能
の
強
化

が
、喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎　

発
注
者
は
、
セ
ン
タ
ー
業
務
に
対
し
て
専
門

業
者
並
み
の
仕
事
の
質
を
求
め
る
傾
向
が
強

い
こ
と
か
ら
、
そ
の
出
来
具
合
に
関
す
る
苦
情

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

◎　

会
員
の
自
主
的
・
自
発
的
な
活
動
を
促
す

と
と
も
に
、
会
員
の
参
画
意
識
や
連
帯
感
を
高

め
る
た
め
に
、「
地
域
班
」・「
職
群
班
」の
組
織

活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

化
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●　

入
会
時
に
、
地
域
班
・
職
群
班
の
役
割
や
活

動
内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
、
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
理
解
を
図
り
ま
す
。

●　

会
員
組
織
の
活
性
化
に
向
け
て
、
定
期
的
に

情
報
交
換
会
や
勉
強
会
等
を
開
催
す
る
な
ど
、

各
班
の
意
見
や
要
望
、
課
題
を
的
確
に
把
握
し

な
が
ら
、改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●　

地
域
役
員
の
選
出
や
後
継
者
の
育
成
、
班
員

不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
る
班
に
対
し
て
、
セ
ン

タ
ー
事
務
局
と
班
長
等
の
間
で
意
見
交
換
を

密
に
し
、早
期
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●　

講
習
会
や
実
技
研
修
等
を
通
し
て
、
会
員
の

技
能
・
技
術
の
向
上
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

班
長
等
に
よ
る
完
了
確
認
を
徹
底
す
る
な
ど
、

発
注
者
の
満
足
度
を
高
め
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

●　

新
た
な
受
注
や
継
続
的
な
就
業
に
は
、
常
に

親
切
で
誠
実
な
業
務
を
実
施
す
る
心
が
け
が

大
切
と
な
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
意
識
や
接
客

マ
ナ
ー
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
の
接
遇

研
修
会
の
開
催
を
充
実
し
ま
す
。

平成３０年１１月号（７）第１４４号



講
習
会
の
ご
案
内

講
習
会
の
ご
案
内

▼
シ
ル
バ
ー
健
幸
測
定
会
▲

日
　
時

場
　
所

内
　
容

講
　
師

定
　
員

１
月
29
日（
火
）

10
時
〜
12
時

川
西
市
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階　

健
康
教
育
室

測
定
器
等
を
使
用
後
、
体
組

成
・
血
管
年
齢
、
重
心
バ
ラ

ン
ス
な
ど
の
講
習

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

先
着
40
名

日
　
時

場
　
所

2
月
22
日（
金
）

14
時
〜

当
セ
ン
タ
ー
２
階 

研
修
室

▼
交
通
安
全
▲

日
　
時

場
　
所

講
　
師

内
　
容

定
　
員

2
月
15
日（
金
）

14
時
〜
16
時

当
セ
ン
タ
ー
２
階 

研
修
室

川
西
警
察
署
員

最
近
の
交
通
事
故
情
報

先
着
20
名

▼
植
木
剪
定
▲

日
　
時

場
　
所

講
　
師

内
　
容

定
　
員

3
月
18
日（
月
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

湯
山
台
運
動
公
園

田
浦　

豊
昭
氏

松
の
剪
定
実
習

先
着
20
名

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
就
業
相
談
会
を
開
催
▲

　

就
業
に
つ
い
て
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。就
業
に
つ
い
て
の
希
望
な

ど
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
者
は
、

２
月
15
日(

金)

ま
で
に

セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

☎（
758
）６
２
３
４

申
し
込
み
は

い
ず
れ
も
12
月
４
日（
火
）か
ら

セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

☎（
758
）６
２
３
４

☆配分金振込予定日のご案内☆
（11月就業～3月就業分）

就業月
11月分
12月分
１月分
2月分
3月分

振込日　
12月17日
1月16日
2月15日
3月15日
4月15日

　　　　備考
15日が土曜日のため
年末年始のため

　

ま
だ
ま
だ
元
気
、
少
し
時
間
が

あ
る
、
仲
間
づ
く
り
が
し
た
い
な

ど
そ
ん
な
思
い
の
ご
近
所
さ
ん
や

お
友
達
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
の
た
め
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
！
と
是
非
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
！

会
員
加
入
の

　
　
　
呼
び
か
け
を
！
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